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Abstract
The Center for Rare Earths Research (Muroran Materia) was established in 2012 at Muroran Institute 
of Technology. The purpose of this research center is to develop environmentally friendly materials that 
make effective use of rare earths, to make effective use of unused energy, and to conduct research from 
a multifaceted perspective on urgent issues related to materials and recycling technology. The center's 
activities include not only research, but also science enlightenment activities such as science schools, 
lectures by domestic and foreign researchers, international workshop, and educational programs at 
graduate school (environmental friendly materials engineering education program). In this article, we 
report on the international education and research activities of this center.
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Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
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Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
Keywords: MuroranIT, international academic partnership, current situation, proposals
1 はじめに
今日の日本の高等教育機関は、多かれ少なかれいずれかの形で、海外大学又は研究機関等との国際学
術交流協定（以下「協定」 する）という形の連携を保っている。これは、下記の表 1 のとおり、文部
科学省が毎年実施している『海 大学との大学間交流協定、海外における拠点に関する調査結果』(1)
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ルで開催された EU・米国・日本の関連省庁が主催する 6th EU-US-Japan 
Trilateral Conference on Critical Materials にセンター教員 4 名（平井，葛
谷，馬渡，雨海）が参加し，本センターの希土類材料研究や活動をア
ピールした。また，翌日から開催された The 4th Annual Conference of 
the European Innovation Partnership on Raw Materials にも出席し，EU に
おける材料科学の研究動向や教育活動について情報収集し，本センタ
ーの教育・研究活動についても紹介した。
2. 2 Muroran-IT Rare-Earth Workshop
希土類材料研究センターでは，レアアースの研究に関する情報交換や産業界とのコミュニティ形成，国際











図 2  Muroran-IT Rare-Earth Workshop 2018(左) ，2017(右)集合写真 
図 1  6th EU-US-Japan 
Trilateral Conference on Critical 
Materials(左は筆者の雨海) 
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図 2  Muroran-IT Rare-Earth Workshop 2018(左) ，2017(右)集合写真 
図 1  6th EU-US-Japan 





が，zoom によるオンライン開催で 10 月 28 日から 29 日の 2 日間の日程で行われた。まず初めに，空閑学長









シップを進めており，これまでにのべ 6 名の大学院生が数週間から 1 か月程度海外の研究機関に滞在し，研
究および交流を行った。滞在先は，米国 エイムズ研究所，イタリア ジェノバ大学 化学・工業化学科，ロシ







会的動向などに関する講演を行っていただいた。2019 年 5 月には，教育プログラムの授業の一環として別件
で来日していたコロラド鉱山大学の Roderick G. Eggert 教授および EIT RawMaterials GmbH の Karen Hanghoj 
CEO を招へいし，授業を行っていただいた。Karen Hanghoj 氏は先に紹介したベルギーでの会議で本センター







3. 1 Ames Laboratory of US DOE
2018 年 5 月から 8 月の期間で著者の馬渡は，本学の若手研究者海外派遣事業の支援（研究題目：新規機能
図 3  Muroran-IT Rare-Earth Workshop2020 オンラインスクリーンショット 






エイの車窓から見えた。Ames laboratory of US DOE(以下，Ames Lab)は，1947 年に当時の米国原子力委員会に
よって設立された。建物がある地名の Spedding は，マンハッタン計画に関連するエイムズプロセスを指揮し
た一人である，レアアース元素の化学の専門家 Prof. Frank Spedding の名前が由来である。建物脇には，ここ
で高純度ウランの製造が行われていたことが書かれた立て看板があった（図 4）。Ames Lab は前述の ISU の
キャンパス内にあり，多くの研究者は ISU での教育にも深く関わっている。
図 4 ウラン濃縮が実施されたことを記載した立て看板（左），キャンパス内の風景（右）。
馬渡は，Mr. Rare Earth と呼ばれていた Dr. Carl Gschneidner から引き継いだ Dr. Vitalij Percharsky の研究グル
ープに滞在した。受入研究者の Dr. Viktor Balema（以下 Viktor）はそのグループの Senior Scientist（和名では
上級研究者）である。若手の博士研究員の Ihor と Sasha に協力してもらいながら研究を進めることになった






図 5 滞在時のプロジェクトメンバーとメカノケミカル合成実験室で撮影した写真，左から Sasha, Ihor, 
Viktor, Yasu（馬渡の現地での呼び名）
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聴講された。30 分程度の発表後，今回合成できた REO の物性，およびその応用についてディスカッションし
た。その中で特許出願について提案があり，帰国後も検討を重ね 2020 年初旬に米国での出願に至った。
滞在後半の 7 月末には，平井センター長と所属学生の黒田明慧氏（当時，修士 1 年）が国際学会の帰りに




図 6 Ames lab に滞在した黒田明慧氏（当時修士 1 年）
滞在期間中に，研究以外でも様々な交流を持つ機会を得た。グループ内のメンバーはもちろんであるが，
Ames Lab に所属する 2 人の日本人研究者には特にお世話になった。偶然同じフロアに居室があった NMR の
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専門家の Dr. Takeshi Kobayashi には，最新の NMR 測定方法と 10 年以上に渡るアメリカでの研究者生活につ
いて非常に多くの話を伺うことができた。現地で合成した REO の固体 NMR 測定も対応頂いた。本館の隣に






る体制も維持するためにも，今は Stay Muroran でできることを進めていきたい。
3. 2 イタリア・ジェノバ大学
 2019 年 10 月から 2020 年 1 月の期間で著者の雨海がイタリア・ジェノバ大学 化学・工業化学科の物理化
学グループ Pietro Manfrinetti 教授の研究室に滞在した。ジェノバは，イタリア北部のリグリア海に面してお





滞在した化学・工業化学科の物理化学研究グループは，調印式が行われた本部から 6 km ほど離れた小高い丘
の上にあり，化学・工業化学科，物理学科，情報科学科の 3 つの学科がまとまった建屋内にある（図 8 右）。
空閑学長一行がジェノバを発たれた後，調印式にも同行していた博士後期課程の学生の秋岡翔太氏も 11 月ま
での 1 か月間滞在し，希土類硫化物の合成に関する研究活動を行った。
図 7  調印式の様子(左)，化学・工業化学科屋上での集合写真(右) 
図 8  ジェノバ大学本部中庭(左)，図書館へと続く廊下(中央)，化学・工業化学科建屋(右) 
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 Manfrinetti 教授とは上述の Rare-Earth Workshop で面識があり，レアアースを含む金属間化合物の合成のス
ペシャリストであることを認識していた。ちょうどここ数年，新たなレアアース金属間化合物を合成したい
と思っていたがなかなか時間が取れず，思うように進められていなかったが，Rare-Earth Workshop をきっか
けにセンター長の平井教授を通して 2019 年 3 月に 1 度ジェノバ大を訪ねて Manfrinetti 教授に相談を持ち掛
けたのが滞在のきっかけである。その際，いくつかのアイデアもいただき，Manfrinetti 教授の技術で合成が見
込めるとのことから 2019 年 10 月からの滞在が決定した。研究テーマは，『Synthesis and characterization of novel 






















図 9  高周波誘導炉による試料作成の様子(左)，クリスマスパーティー(右) 



















図 10 物理化学グループ研究室メンバー 
